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『田淵藤太郎と妻はつ 〜高齢者福祉の先駆者〜』
　報恩積善会は高齢者が入所する養老院で、田淵藤太郎とはつによって1912（大正元）年に岡山県で
最初に創設されました。現在も岡山市北区津島笹ケ瀬にあります。

　藤太郎は久米郡鶴田村（現在岡山市北区建部町）に生まれ、その後、赤磐郡の田淵家の養子に入りました。妻のはつは現
在の真庭市の織田家に生まれ、藤太郎と結婚しました。
　養父の田淵重三郎は「子どもができて嬉しい。しかし、世の中には子どものいない気の毒な人がたくさんいる」と、常々言っ
ていたそうです。藤太郎が聞いたこの言葉が、養老院を創設する動機となりました。
　やがて藤太郎は「貧民救済事業新設御届」を県知事に提出し、地域の貧困家庭や病人のいる家庭に看護職を派遣する巡回
看護を始めました。この事業によって、施設に収容しケアする必要がある高齢者が多くいることを発見し「報恩積善会」を
つくったのです。この名称は養父の戒名「持法積善」にちなんで付けられました。
　民間で養老事業を実践していくには財源が必要です。そこで、藤太郎は各地で講演活動や演芸会を開催し、運営資金にあ
てる収益を上げていきました。しかし、このような企画実践を行うことは大変な時間と労力を必要とします。
　藤太郎は事業の財源確保に走り回りました。その結果1928（昭和３）年１月１日、54歳の若さで亡くなりました。この後、
妻のはつが会長・施設長に就任しました。
　この時代、女性の養老院施設長は非常に珍しいことでした。不安や多くの苦労があったと思われます。はつは常に高齢者
に寄り添い養老院の中で生活し、お金のない戦時中、ある時は高齢者に食事を与え自分は水を飲んで耐え忍んだといいます。
　藤太郎とはつの人生は、養老事業に身を捧げた人生でした。

済世
田淵藤太郎と田淵はつ（報恩積善会提供）
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十
月
二
十
五
日
、
岡
山
市
民
会
館
に
お

い
て
、
市
内
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

一
堂
に
会
し
て
、
令
和
五
年
度 

岡
山
市
民

生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
宣
言
、
国
歌
斉
唱
、
民
生
委
員
児

童
委
員
信
条
朗
読
の
後
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
物
故
者
へ
の
黙
と
う
を
行
い
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
髙
山 

学
岡
山
市
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
会
長
よ
り
、
多
く
の
諸

先
輩
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
人
間
愛
・
社
会
愛
に
基
づ
く
奉
仕
者

と
し
て
、
困
難
な
時
代
に
向
き
あ
い
な
が

ら
、
努
力
と
研
鑽
を
重
ね
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
務
め
ま
し
ょ
う
と
、
会
場
の
参
加

者
に
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
竹
中
正
博
岡
山
市
副
市
長
、

内
田
通
子
岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

の
あ
い
さ
つ
、
森
田
卓
司
岡
山
市
議
会
副

議
長
、
横
山
省
子
岡
山
市
民
生
委
員
推
薦

会
副
委
員
長
の
祝
辞
に
つ
づ
き
、
永
年
に

わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に

尽
く
し
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
岡
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

（
永
年
勤
続
）

　

伊
島
地
区　
　
　

福
田　

良
子

　

福
浜
地
区　
　
　

飯
田　

浩
之

●
岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

内
山
下
地
区　
　

松
井　
　

聰

　

弘
西
地
区　
　
　

三
宅
多
惠
子

　

清
輝
地
区　
　
　

藤
原
由
美
子

　

岡
南
地
区　
　
　

河
田　

幸
子

　

足
守
地
区　
　
　

番
木　

勧
晴

　

足
守
地
区　
　
　

元
山　

保
弘

　

旭
東
地
区　
　
　

村
川　

永
次

　

宇
野
地
区　
　
　

奥
山　

友
江

　

宇
野
地
区　
　
　

中
山　

瑛
子

　

旭
操
地
区　
　
　

青
木　

俊
一

　

幡
多
地
区　
　
　

山
本　

芳
郎

　

西
大
寺
南
地
区　

山
根　

淑
子

　

上
道
地
区　
　
　

濵
野　

昌
子

　

藤
田
地
区　
　
　

妹
尾　

健
二

　

続
い
て
、
吉
岡
誠
一
郎
岡
山
市
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
が
大
会
宣
言

を
読
み
、
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
、
民
生
委
員
制
度
の
源
と
な
っ

た
済
世
顧
問
制
度
の
創
設
か
ら
百
六
年
が

経
過
し
、
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
制
度
は

創
設
三
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
進
行
す
る

今
日
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
や
高

齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
被
害
の
増
加
、

認
知
症
、
ま
た
、
児
童
虐
待
や
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
、い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、多
様
化
・

複
雑
化
す
る
福
祉
課
題
に
よ
り
生
活
に
困

難
を
抱
え
る
人
々
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
制
度
の
本

質
に
思
い
を
馳
せ
、
常
に
地
域
の
人
々
の

立
場
に
立
っ
て
活
動
し
、
地
域
の
幅
広
い

機
関
・
団
体
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
の
再
構
築
に
尽
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
岡
山
県
で

創
設
さ
れ
た
済
世
顧
問
制
度
発
祥
の
地
と

し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
そ
の
伝
統
と
社
会

奉
仕
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
お
い
て
一
層
の

努
力
を
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

　

大
会
宣
言
の
後
、
こ
ど
も
家
庭
庁
成
育

局
成
育
環
境
課
大
野 

久
さ
ん
に
、「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」

と
題
し
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁
発
足
ま
で
の

流
れ
や
組
織
体
制
、
こ
ど
も
基
本
法
、
児

童
虐
待
、
子
育
て
支
援
、
い
じ
め
な
ど
の

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
東
京
の
全
国
社
会
福
祉
協
議

会
と
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
同
協

議
会
の
平
井
庸
元
さ
ん
に
「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
を
め
ぐ
る
動
向
と
令
和
５
年
度

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
事
業
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
一
斉
改
選
の
状
況

や
民
生
委
員
の
な
り
て
確
保
の
課
題
な
ど

の
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

表
彰
受
賞
者

表
彰
受
賞
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

大
会
宣
言

大
会
宣
言

記
念
講
演

記
念
講
演

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度

　
　
岡
山
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

　
　
岡
山
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会
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令
和
五
年
十
一
月
二
十
一
日
・
二
十
二

日
の
両
日
、
広
島
市
に
お
い
て
第
九
十
二

回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
全
国
か
ら
約
三
千
五
百
人

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
参
加
、
広
島

市
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
の
広
い
会
場
を
埋

め
つ
く
し
ま
し
た
。
岡
山
市
か
ら
は
、
お

隣
の
県
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

三
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
大
会
は
、「
全
国
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
代
表
者
及
び
民
児
協
関

係
者
が
一
堂
に
会
し
、今
後
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
の
一
層
の
充
実
と
、
全
国

の
委
員
が
と
も
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
、
一
日
目
が
式
典
及
び
特
別

講
義
等
、
二
日
目
が

活
動
交
流
集
会
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

以
下
に
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

一
日
目
（
全
体
集
会
）

　

■
式
典

　

開
会
あ
い
さ
つ
（
広
島
県
民
児
協
会

長
）、
式
辞
（
全
民
児
連
会
長
）、
主
催
者

あ
い
さ
つ
（
厚
生
労
働
大
臣
（
代
読
）、

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、
広
島
県
知

事
、
広
島
市
長
）
等
に
続
い
て
全
民
児
連

会
長
表
彰
が
あ
り
、
七
十
の
民
児
協
と

二
千
百
九
名
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

■
特
別
講
義

　

講
師
は
、
広
島
県
呉
市
出
身
で
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
の
信
友
直
子
氏
。

二
〇
一
八
年
に
認
知
症
の
母
と
老
老
介
護

を
す
る
父
を
撮
っ
た
『
ぼ
け
ま
す
か
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。』
を
制
作
・
公

開
、
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

は
「
ほ
ど
よ
く
ゆ
る

く
、
ま
ぁ
ー
る
く
つ

な
が
る
地
域
の
か
た

ち
〜
お
た
が
い
さ
ま

の
社
会
に
生
き
る
幸

せ
〜
」
の
演
題
で
、

地
域
と
の
か
か
わ
り

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
地
域
の
支
援
が
認

知
症
介
護
の
家
族
に
と
っ
て
い
か
に
大
事

か
と
い
う
趣
旨
の
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

■
大
会
宣
言

　

今
年
度
の
主
な
変
更
点
と
し
て
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
」
と
い
う
表
記
が
な
く
な
っ
た
こ

と
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
や
こ
ど
も
基

本
法
の
施
行
等
を
反
映
し
て
「
こ
ど
も
の

権
利
」擁
護
の
趣
旨
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
、

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

�　

大
会
宣
言
の
原
文
は
、全
民
児
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

■
来
年
度
の
開
催
地

　

来
年
度
第
九
十
三
回
の
大
会
は
、
令
和

六
年
十
一
月
二
十
日
・
二
十
一
日
の
日
程

で
、
宮
崎
市
で
開
催
予
定
で
す
。

二
日
目
（
活
動
交
流
集
会
等
）

　

二
日
目
は
、
い
わ
ゆ
る
分
科
会
で
、
九

つ
の
テ
ー
マ
の
活
動
交
流
集
会
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム（
表
１
）が
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
三
名
の

発
表
者
・
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
決
め
ら
れ
て

お
り
、「
活
動
交
流
集
会
６
」
の
例
で
は
、

ま
ず
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
テ
ー
マ
に

関
す
る
論
点
整
理
、
発
表
者
か
ら
活
動
の

事
例
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後
会
場
の
参
加

者
と
の
質
疑
応
答
に
移
り
ま
し
た
。
質
疑

応
答
で
は
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
質
問
や

意
見
の
表
明
が
相
次
ぎ
、
最
後
は
発
言
者

を
打
ち
切
る
ほ
ど
で
、
交
流
集
会
は
盛
況

の
う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
　

　
第
九
十
二
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
（
広
島
大
会
）

テーマ

活動交流集会
１

高齢者が安心して暮ら
し続けることができる
地域づくり

活動交流集会
２

障がい者が生活しやす
い地域づくり

活動交流集会
３

子育て・子育ちを応援
する地域づくり

活動交流集会
４

生活困窮世帯への支援
と民生委員・児童委員
活動

活動交流集会
５

住民同士で支え合う地
域共生社会の実現に向
けた民生委員・児童委
員活動

活動交流集会
６

民生委員・児童委員の
活動環境整備

活動交流集会
７

民生委員・児童委員活
動を支える民児協機能
の強化

シンポジウム
１

災害に備える地域ぐる
みの体制づくりに向け
て
〜多様な主体と連携し
た民生委員・児童委員
による地域防災活動〜

シンポジウム
２

新たなこども政策とこ
れからの民生委員・児
童委員活動

表１　活動交流集会・シンポジウム一覧
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民児協の紹介

旭
竜
地
区
民
児
協
の
取
り
組
み

　

旭
竜
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
　

　
旭
竜
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

�
会
長
　
八
代　

武
利

　

岡
山
駅
か
ら
北
東
約
四
km
に
位
置
し
、

岡
山
市
近
郊
の
野
菜
産
地
だ
っ
た
当
地
区

に
、
高
度
成
長
に
よ
る
住
宅
需
要
の
波

が
押
し
寄
せ
始
め
た
の
は
、
昭
和
四
十
年

前
後
に
な
り
ま
す
。
百
戸
た
ら
ず
の
地
域

は
、
昭
和
五
十
年
代
初
め
に
世
帯
数
約

千
八
百
、
人
口
約
六
千
人
と
膨
ら
み
、
昭

和
五
十
二
年
に
は
宇
野
学
区
、
高
島
学
区

よ
り
分
離
し
、
旭
竜
学
区
が
誕
生
し
ま
し

た
。
当
時
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
五
・
三
％
で
し
た
。
町
の
老
化
は
早
い
も

の
で
す
。
活
気
に
満
ち
た
地
区
の
五
十
五

年
後
の
現
在
は
戸
数
こ
そ
多
少
増
え
て
い

る
も
の
の
、
人
口
は
三
分
の
二
に
減
少
し
、

高
齢
化
率
に
お
い
て
は
三
八
・
八
％
と
学
区

発
足
時
の
七
倍
に
な
り
、
中
区
福
祉
区
内

に
お
い
て
ト
ッ
プ
の
座
に
つ
い
て
お
り
ま

す
。
開
校
当
時
八
百
人
を
超
え
た
児
童
数

は
今
で
は
百
五
十
人
を
き
る
現
状
で
す
。

い
わ
ゆ
る
団
地
の
盛
衰
を
絵
に
か
い
た
よ

う
な
地
域
で
す
。
学
区
発
足
当
時
、
町
づ

く
り
に
尽
力
さ
れ
た
先
輩
た
ち
は
こ
の
変

遷
を
想
像
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
学

区
が
で
き
る
と
同
時
に
岡
山
市
社
会
福
祉

協
議
会
旭
竜
支
部
を
発
足
し
、
愛
と
奉
仕

の
地
域
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
連
合
町

内
会
と
民
児
協
、地
区
社
協
が
一
体
と
な
っ

て
活
動
す
る
町
づ
く
り
の
基
盤
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
町
づ

く
り
に
お
け
る
地
域
と
学
校
、
園
と
の
つ

な
が
り
で
す
。
当
地
区
に
お
い
て
、
そ
の

重
要
性
は
学
区
発
足
当
初
よ
り
「
開
か
れ

た
学
校
」
と
い
う
形
で
続
け
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
で
し
ょ
う
か
。

校
門
は
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
毎
月

行
っ
て
い
た
民
児
協
定
例
会
で
の
学
校
、

園
と
の
交
流
は
年
三
回
に
減
ら
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
核
と
し
た
地

域
福
祉
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

「
福
祉
の
ま
ち
旭
竜
」
の
始
ま
り
で
す
。

そ
の
レ
ー
ル
に
乗
り
、
そ
の
時
々
の
状
況

に
合
わ
せ
て
、子
育
て
支
援
（
当
初
は
「
カ

ギ
ッ
子
教
室
」
と
い
っ
て
お
り
ま
し
た
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）、
中
国
帰
国
者
と
の

交
流
、
旭
川
荘
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入

居
し
て
い
る
知
的
障
が
い
者
と
の
交
流
、

七
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
と
会
食
会
、
サ
ロ
ン
へ
の

支
援
、
認
知
症
カ
フ
ェ
へ
の
支
援
等
、
そ

の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動
を
一

時
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
間
に
、
旭
竜
地
区
支
え
合
い

推
進
協
議
会
を
発
足
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
よ
り
令
和
二
年
九
月
に
「
旭
竜
助
け
合

い
隊
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
活
動

と
し
ま
し
て
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご

と
の
相
談
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
内
容
は
ゴ
ミ
出
し
、
草
取

り
、
家
事
手
伝
い
等
々
で
、
助
け
合
い

隊
の
専
用
電
話
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
四

人
の
持
ち
回
り
で
利
用
者
さ
ん
か
ら
の
電

話
を
受
け
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
調
整
・
派
遣

を
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が

あ
り
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
受
け
て
い
こ

う
と
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
二
十
八
人
の

サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
も
利
用
者
さ
ん
の
笑

顔
と
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
励
み

に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和
五
年
に

つ
き
ま
し
て
は
、
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
の
サ
ポ
ー
タ
ー
延
べ
人
数
は
累
計
で

民
児

協
の取り

組
み１

千
四
百
七
十
四
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
時
代
は
変
わ
る
の
か
判
り

ま
せ
ん
が
先
輩
た
ち
が
敷
い
て
く
れ
た

「
福
祉
の
ま
ち
旭
竜
」
の
レ
ー
ル
を
一
ｍ

で
も
延
伸
で
き
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

仲
間
と
共
に
老
・
労
・
朗
・
ロ
ー
ギ
ア
で

進
ん
で
い
こ
う
。

�

祝　

団
塊　

喜
寿
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北
区
中
央
民
児
協
は
、
岡
山
駅
を
含
む

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
著
し
い
と
こ
ろ
か

ら
、
宅
地
造
成
の
活
発
な
地
域
な
ど
、
市

民
児
協
で
最
大
の
十
八
地
区
民
児
協
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
で
は
急
速
に
進

む
少
子
高
齢
化
や
地
域
社
会
の
変
化
の
中

に
あ
っ
て
、
様
々
な
課
題
が
顕
在
化
し
、

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
正
月

に
発
生
し
た
「
令
和
六
年
能
登
半
島
地

震
」
な
ど
大
規
模
災
害
の
被
災
地
に
あ
っ

て
は
、
今
も
多
く
の
人
が
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
課
題
を
抱
え

る
方
々
を
支
え
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
、
地
域
住
民
自
ら
が
積
極

的
に
参
加
し
、
支
え
合
う
「
地
域
共
生
社

会
」
の
実
現
が
目
指
さ
れ
、
私
た
ち
に
も

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
私
た
ち
を
長
年
に
わ

た
っ
て
連
綿
と
導
い
て
繋
い
で
い
た
だ
い

た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
先
輩
諸
兄
諸

姉
に
応
え
る
べ
く
、
先
人
が
志
し
た
済
世

の
心
を
胸
に
、
あ
と
を
慕
わ
せ
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
誇
り
「
地
域
・ 

ま
ち
の
福

祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
、
地

域
住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、「
見
守
り
・

支
援
体
制
の
強
化
」
に
向
け
た
福
祉
活
動

を
、
北
区
中
央
福
祉
区
民
児
協
員
で
志
し

て
い
ま
す
。

　

五
月
十
二
日
は
、「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
」
で
す
。

　

令
和
五
年
に
は
、
そ
の
日
に
合
わ
せ
多

く
の
地
区
民
児
協
が
小
学
校
や
通
学
路
で

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

校
長
先
生
や
交
番
の
お
巡
り
さ
ん
も
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
六
月
二
十
九
日
に
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
有

志
に
よ
る
「
第
十
四
回　

北
区
中
央
福
祉

区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
四
年
ぶ

り
に
岡
山
ド
ー
ム
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
北
区
中
央
福
祉
事
務
所
長
を
は
じ

め
、
岡
山
市
北
区
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
・

岡
山
市
保
健
所
健
康
づ
く
り
課
の
指
導
に

よ
る
「
岡
山
市
民
体
操
」
で
準
備
体
操
と

研
修
を
兼
ね
関
係
各
所
と
の
交
流
を
図

り
、「
絆
の
輪
」
と
し
て
連
携
を
深
め
る

と
共
に
、
民
生
委
員
間
の
親
睦
を
は
か
り

ま
し
た
。

　

令
和
五
年
七
月
四
日　

岡
山
市
勤
労
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
総
会
及
び
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
北
区
中
央
福
祉

事
務
所
長
を
は
じ
め
、
管
内
十
八
地
区
の

会
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
参
集
し

ま
し
た
。
岡
山
市
こ
ど
も
福
祉
課
に
よ
る

「
子
ど
も
虐
待
防
止
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研

修
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
虐
待
の

現
状
、
対
処
方
法
、
再
発
防
止
に
向
け
て

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て

の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
十
一
月
二
十
三
日　
「
岡
山

市
第
十
六
回
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
と
令
和
四
年
に
岡
山
市
で
発
生
し
た

被
虐
待
児
童
死
亡
事
例
を
受
け
、「
こ
ど

も
の
虐
待
防
止
推
進
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

w
i
t
h
お
か
や
ま
」
が
岡
山
芸
術
創
造

劇
場
ハ
レ
ノ
ワ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
区

中
央
民
児
協
で
は
、
主
任
児
童
委
員
を
中

心
に
ハ
レ
ノ
ワ
の
近
く
の
大
雲
寺
［
ひ
ぎ

り
の
お
地
蔵
さ
ん
］
で
、
子
ど
も
た
ち
や

地
域
住
民
と
一
緒
に
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
作

り
・
ゲ
ー
ム
な
ど
し
て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

令
和
五
年
十
一
月
二
十
九
日　

全
体
研

修
会
を
岡
山
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
人
間
生
活
学
科
准

教
授　

中
井
俊
雄
様
を
お
招
き
し
て
、「
防

災
と
地
域
づ
く
り
」
と
題
し
た
研
修
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
が
起
こ
る
前
に
、

地
域
で
の
人
間
関
係
を
作
っ
て
お
く
こ
と

の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
関
係
づ
く
り

に
お
い
て
は
「
支
え
手
」
と
「
受
け
手
」

と
い
う
関
係
を
超
え
、「
支
え
合
う
関
係
」

を
作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
言
葉
が
大
変
印

象
的
で
し
た
。
事
例
研
修
で
は
、
防
災
の

難
し
さ
」、「
難
し
さ
を
乗
り
越
え
る
た
め

の
方
法
」、「
自
分
に
は
何
が
で
き
る
か
」

と
い
う
内
容
で
活
発
な
意
見
交
換
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

北
区
中
央
福
祉
区
の
主
任
児
童
委
員

部
・
地
域
福
祉
推
進
部
の
委
員
は
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
活
動
及
び
研
鑚
を
深
め
、
時

代
に
さ
き
が
け
、
折
々
の
福
祉
課
題
の
解

決
に
自
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
北
区
中
央
福

祉
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
取
り

組
み
の
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

民
児

協
の取り

組
み２
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
進
行

す
る
昨
今
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加

や
、
ま
た
児
童
に
お
き
ま
し
て
は
虐
待
や

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
貧
困
家
庭
な
ど
、
社

会
福
祉
問
題
は
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
き

て
お
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
果
た
す

役
割
は
益
々
重
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

さ
て
南
区
南
福
祉
区
民
児
協
は
十
単
位

民
児
協
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず

み
ん
な
の
相
談
相
手
で
あ
り
ま
す
民
生
委

員
児
童
委
員
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

「
目
に
見
え
る
民
生
委
員
を
目
指
そ
う
!
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
日
夜
全
員
が
民
生

委
員
活
動
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
今
回
は

南
区
南
福
祉
区
民
児
協
と
し
て
令
和
五
年

度
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
簡
単
に
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

西
田
真
愛
ち
ゃ
ん
を
虐
待
死
さ
せ
た
犯

人
が
南
区
南
福
祉
区
に
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
八
月
に
全
体
研
修
会
と
し
て

「
子
ど
も
の
虐
待
」
に
つ
い
て
、
岡
山
市

子
ど
も
福
祉
課
と
地
域
こ
ど
も
相
談
セ
ン

タ
ー
か
ら
計
四
人
の
講
師
の
先
生
を
お
招

き
し
て
、
虐
待
に
関
し
ま
し
て
は
前
年
度

に
続
き
二
回
目
の
研
修
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
し
か
し
一
回
目
と
同
様
二
回
目

も
具
体
性
と
説
得
性
に
欠
け
、
虐
待
に
か

か
わ
る
行
政
に
不
安
が
残
る
研
修
会
と
な

り
少
し
残
念
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
十
月
に
は
高
知
県
は
南
国
市
の
津

波
避
難
タ
ワ
ー
に
研
修
旅
行
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
危
機
管
理
課
の
説
明
に
よ

り
ま
す
と
、
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
は
半

径
三
百
m
以
内
に
、
し
か
も
五
分
以
内
に

避
難
で
き
る
場
所
に
三
十
七
カ
所
を
設

置
、
津
波
の
避
難
タ
ワ
ー
は
十
五
カ
所
に

も
お
よ
び
、
私
た
ち
が
行
き
ま
し
た
所
は

一
番
新
し
い
避
難
タ
ワ
ー
で
八
百
七
十
名

が
収
容
で
き
、
階
段
も
幅
広
く
バ
リ
ア
フ

リ
ー
で
備
蓄
庫
も
し
っ
か
り
整
備
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
し
て
お
り
デ
ザ
イ
ン
も
建
築
方
法
も
最

新
の
技
術
を
駆
使
し
た
も
の
と
の
説
明
で

し
た
。
比
較
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
岡

山
市
の
危
機
管
理
体
制
の
遅
れ
を
実
感
す

る
と
同
時
に
岡
山
市
も
も
う
少
し
具
体
化

し
て
実
際
論
を
打
ち
出
し
て
い
か
な
き
ゃ

い
け
な
い
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
十
一
月
に
は
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
大
会
が
広
島
で
開
催
さ
れ
、
南
区

南
福
祉
区
か
ら
は
五
名
が
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
全
国
二
十
四
万
人
の
民
生
委
員
か

ら
み
れ
ば
ほ
ん
の
一
部
で
し
ょ
う
が
、
広

島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
に
四
十
七
都
道
府

県
の
同
志
た
る
民
生
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
行

列
を
な
し
て
集
ま
っ
て
く
る
姿
は
圧
巻
絵

巻
で
あ
り
“
頼
も
し
さ
”
を
感
じ
ま
し
た
。

一
日
目
の
基
調
講
演
と
親
睦
会
、
そ
し
て

二
日
目
の
九
会
場
に
別
れ
て
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
。い
ず
れ
も
充
実
し
た
も
の
で
あ
り
、

来
年
は
宮
崎
で
会
い
ま
し
ょ
う
と
涙
な
が

ら
に
握
手
す
る
人
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
南
区
南
福
祉
区
の
主
任
児
童
委
員

の
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
学
習
会
と

し
て
、「
地
域
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
の

業
務
内
容
」、「
子
ど
も
虐
待
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
研
修
」
等
熱
心
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
北
区
中
央
の
主
任
児
童

委
員
と
合
同
で
児
童
養
護
施
設「
若
松
園
」

の
訪
問
も
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
地
域
福
祉
推
進
部
で
は
、
こ
れ

ま
た
活
発
で
、
警
察
官
を
お
招
き
し
て

「
自
転
車
ル
ー
ル
と
交
通
安
全
」、
川
崎
医

療
福
祉
大
学
の
講
師
の
先
生
に
よ
り
ま
す

「
高
齢
者
が
健
康
に
過
ご
す
た
め
の
民
生

委
員
の
役
割
」、
真
備
地
区
の
視
察
研
修

と
現
地
の
民
児
協
会
長
の
講
演
、
ひ
だ
ま

り
の
里（
認
知
症
病
院
）の
視
察
研
修
、「
民

間
救
急
車
車
両
」
の
見
学
等
を
行
い
ま
し

た
。

　

南
区
南
福
祉
区
民
児
協
と
い
た
し
ま
し

て
は
こ
れ
か
ら
も
民
生
委
員
同
士
の「
和
」

を
保
ち
な
が
ら
、
各
種
関
係
機
関
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
地
区
住
民
に
と
っ

て
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
り
ま
す
よ
う
民

生
委
員
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

民
児

協
の取り

組
み３
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こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、
十
一
月
を
「
秋

の
こ
ど
も
ま
ん
な
か
月
間
」
と
し
、
こ
ど

も
・
子
育
て
に
や
さ
し
い
社
会
づ
く
り
の

た
め
の
取
組
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
つ

と
し
て
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童
虐
待

防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
取
り
組

み
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
集
中
的
な

広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
よ
り
全
国
各
地
で
開
催
し

て
き
た
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
十
一
月

二
十
三
日
（
木
・
祝
）
岡
山
芸
術
創
造
劇

場
ハ
レ
ノ
ワ
に
お
い
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁

Y
o
u
T
u
b
e
ア
カ
ウ
ン
ト
の
ラ
イ
ブ

配
信
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催

し
、
第
十
六
回
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
の
同
時
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
基
調
講
演
で
は
、
認
定

N
P
O
法
人
児
童
虐
待
防
止
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
理
事
の
高
祖
常
子
氏
よ
り
「
感
情

的
に
な
ら
な
い
子
育
て
〜
こ
ど
も
や
子
育

て
中
の
方
々
を
「
ま
ん
な
か
」
に
〜
」
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
高
祖
氏
か
ら
、「
令
和

元
年
六
月
に
児
童
福
祉
法
等
改
正
法
が
成

立
し
、
親
権
者
等
は
、
児
童
の
し
つ
け
に

際
し
て
、
体
罰
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と

が
法
定
化
さ
れ
、
令
和
二
年
四
月
に
施
行

さ
れ
て
い
る
。
こ
ど
も
の
権
利
が
守
ら
れ
る

体
罰
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
一
人

ひ
と
り
が
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
。
子

育
て
中
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援
も
含
め

て
社
会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
」「
感
情
的

に
な
ら
な
い
子
育
て
の
た
め
に
、
①
こ
ど
も

の
気
持
ち
を
受
け
止
め
る　

②
相
手
の
気

持
ち
、
職
員
の
気
持
ち
を
伝
え
る　

③
方

法
を
考
え
さ
せ
る
、
ま
た
は
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る　

④
こ
ど
も
が
自
分
で
決
め
て
動
く　

と
い
っ
た
し
つ
け
・
対
応
の
四
ス
テ
ッ
プ
が

大
切
」
な
ど
、
体
罰
禁
止
や
感
情
的
に
な

ら
な
い
子
育
て
の
方
法
、「
子
育
て
や
親
子

関
係
に
つ
い
て
悩
ん
だ
と
き
に
、
こ
ど
も
と

そ
の
保
護
者
の
方
な
ど
が
相
談
で
き
る
“
親

子
の
た
め
の
相
談
L
I
N
E
”
が
二
〇
二
三

年
二
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
」
な
ど
の

支
援
制
度
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
高
祖

氏
司
会
の
も
と
、
倉
敷
成
人
病
セ
ン
タ
ー

小
児
科 

御
牧
信
義
氏
、
一
般
社
団
法
人
ぐ

る
ー
ん
代
表
理
事 

河
本
美
津
子
氏
、
二
児

の
母
で
あ
る
タ
レ
ン
ト
の
近
藤
千
尋
さ
ん
が

登
壇
し
、
近
藤
さ
ん
の
子
育
て
に
お
い
て

実
際
に
あ
っ
た
こ
と
や
心
が
け
て
い
る
こ
と

を
中
心
に
、
各

立
場
で
の
視

点
で
、
様
々
な

話
が
あ
り
ま
し

た
。
御
牧
氏
か

ら
は
、「
子
育

て
で
辛
い
と
き
、

自
分
の
中
だ
け

で
困
ら
ず
、
ま

ず
は
人
と
話
を
。
そ
れ
で
も
本
当
に
一
人
で

我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
は
、
三
秒

間
目
を
閉
じ
て
み
て
。
そ
れ
も
で
き
な
け

れ
ば
七
秒
間
静
か
に
し
て
み
る
な
ど
、
そ
の

場
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
」

な
ど
小
児
科
の
先
生
と
し
て
の
診
察
等
の

経
験
に
基
づ
く
話
が
あ
り
、
河
本
氏
か
ら

は
、「“
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
”
と
い
う
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
の
支
援
を
岡
山
県
で
初
め
て
取

り
組
み
、
叩
い
た
り
し
て
し
ま
う
親
を
責
め

る
の
で
は
な
く
、
親
自
身
も
支
援
し
、
互
い

に
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
た
い
」

な
ど
、
こ
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
親
も
社

会
で
支
援
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
全
国
で
活
躍
し
、

地
元
に
縁
の
あ
る
「
中
西
圭
三
さ
ん
」

「
L
u
g
z
＆
J
e
r
a
（
ラ
グ
ズ
・
ア
ン

ド
・
ジ
ェ
ラ
）
さ
ん
」
が
、
こ
ど
も
の
虐

待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
“
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
”

を
胸
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
で
演
奏
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
参
加
者
が
こ
ど
も
の
虐

待
の
た
め
に
考
え
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
こ
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
の
に
、
理
由
は

い
り
ま
せ
ん
。」
こ
ど
も
家
庭
庁
の
特
設
サ
イ
ト

で
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様
子
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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今
回
も
た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
を

い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
に
ご
紹
介
で

き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
「
地
域
共
生
社
会
」
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
、
と
過
去
に

講
演
会
で
学
び
ま
し
た
が
、
共
生

社
会
と
は
『
支
え
手
』『
受
け
手
』

と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
支
え
合

い
、
新
た
な
別
の
物
語
を
共
に
築

い
て
い
く
こ
と
だ
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

　

ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
「
地
域

共
生
社
会
」
を
築
く
担
い
手
と
し

て
少
し
で
も
前
に
歩
ん
で
い
き
た

い
と
、
広
報
委
員
会
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
改
め

て
思
っ
た
次
第
で
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

健
康
を
第
一
に
ご
自
愛
な
さ
い
ま

し
て
、
ご
活
躍
下
さ
い
ま
せ
。

�

番
木　

勧
晴　

記

　

私
と
投
扇
興
と
の
出
会
い
に
は
、
後
楽
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド（
後
楽
塾
と
い
う
）と
の
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

後
楽
塾
の
活
動
内
容
に
は
、
来
園
者
に
対
す
る
観
光
ガ
イ

ド
の
ほ
か
に
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
の

な
か
に
投
扇
興
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
メ
ン
バ
ー
は

多
く
が
和
服
を
着
用
し
、
和
服
大
歓
迎
で
し
た
。
私
も
和
服

を
持
っ
て
お
り
和
服
を
着
る
機
会
が
増
え
る
し
、
楽
し
か
っ

た
の
で
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
後
楽
園

に
は
二
つ
の
投
扇
興
の
開
催
団
体
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
私

の
所
属
す
る
『
キ
ラ
リ
投
扇
興
』、
も
う
一
つ
は
『
壷
扇
会
』

で
す
。
ど
ち
ら
も
同
じ
銘
定
（
扇
と
落
ち
た
的
の
形
に
よ
る

名
前
）
を
使
用
し
ま
す
が
、道
具
に
多
少
の
差
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
各
地
に
投
扇
興
の
団
体
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
銘
定
を

使
い
ま
す
が
、
後
楽
園
の
場
合
は
築
庭
三
百
年
記
念
行
事
の

一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
、
他
の
団
体
の
指
導
を
基
に
作
成
さ

れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
二
つ
の
団
体
と
も
こ
こ
に
ル
ー
ツ

が
あ
り
ま
す
。

　

競
技
方
法
は
、二
人
が
的
か
ら
一
定
距
離
は
な
れ
て
対
座
し
、

交
互
に
扇
を
投
げ
て
（
飛
ば
し
て
）
的
を
落
と
す
と
い
う
も
の

で
す
。
落
ち
た
的
と
扇
の
形
（
銘
定
）
で
得
点
が
決
ま
り
、
そ

の
得
点
の
総
数
で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。
簡
単
な
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
き
ま
せ
ん
。
い
ろ
ん
な

銘
定
が
出
る
楽
し
み
、一
喜
一
憂
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

来
園
し
た
お
客
様
に
投
扇
興
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ま
ず
は
的
に
当
た
る
よ
う
投
げ
方
の
説
明
を
し
、
一
緒

に
一
喜
一
憂
し
、
ひ
と
時
の
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
そ
し
て

仲
間
と
の
研
修
会
な
ど
を
後
楽
園
の
鶴
鳴
館
と
い
う
広
い
和

の
空
間
で
楽
し
み
ま
す
。

　
『
キ
ラ
リ
投
扇
興
』
は
、
毎
月
第
一
月
曜
日
（
園
の
都
合
で

第
二
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
に
後
楽
園
の
鶴
鳴
館
に
お

い
て
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
の
間
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【キラリ投扇興の銘定】
後楽園にちなんだ名前が付けられています。
一部を紹介します。得点は過料（マイナス）３点から12点まであります。


